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神経筋システムの発生に必須な分子であるcollagen XXVの発現が骨格筋でどのように制御され、運動ニューロンとのコンタクトを誘導
するのか、神経発生学的に重要なステップの解明が期待される。また、collagen XXVの変異がもたらす脳神経疾患についても、機序解
明に本実験系を応用していくことが可能となった。
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Collagen XXV/CLAC-Pの神経筋発生における機能解明

FACS Aria II セルソーター

生後7~14日齢のC57BL/6マウスの後肢筋より、CD34、α7 integrin等の筋衛星細胞得的マーカーに対する抗体を用い、筋衛星細胞を
ソーティングした。得られた細胞を培養し、筋管（myotube）へ分化誘導した。筋衛星細胞ならびに筋管について、免疫細胞化学、mRNA
発現解析ならびにウェスタンブロットによるタンパク質発現解析を行った。Pax7やミオシン重鎖など、各細胞特異的な分子の発現を確
認した後、Collagen XXV/CLAC-Pに関する検討を行った。Collagen XXV　mRNAはFACSで同時に得られた線維芽細胞では全く発現が
認められなかったのに対し、筋衛星細胞でわずかに、そして筋間で顕著な発現上昇を示した。また、タンパク質レベルでも、collagen
XXVに相当すると予想されるバンドが検出された。今後はこの培養系を応用し、collagen XXV発現制御に関わるシグナルの同定や、運
動ニューロンとの共培養等を行う予定である。
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